
 

（⼀社）宮城県バスケットボール協会 医科学委員会 
活動報告（2026 年 2 ⽉ 1 ⽇、2 ⽉ 8 ⽇） 

 

―U13・U14 DC メディカルチェックおよびフィジカルチェックを実施― 
 

2026 年 2 ⽉ 1 ⽇と 2 ⽉ 8 ⽇の 2 ⽇間、宮城県バスケットボール協会の 
U13・U14 Development Center において、 

医科学委員会主催で、メディカルチェックおよびフィジカルチェックを実施しました。 
 
● 医科学委員会の活動コンセプト 

医科学委員会では、選⼿の健康と競技⼒を⽀えるため、活動コンセプトとして以下を掲げています。 
・傷害予防・早期発⾒を通じて、成⻑期選⼿のコンディション改善 
・適切な動作の理解と獲得を現場に還元し、パフォーマンス向上につなげる 
・データに基づく学術的情報の蓄積 
・現場(選⼿・指導者)と医療側をつなぐネットワーク構築と、選⼿およびバスケットボール社会への貢献 

 
● メディカル・フィジカルチェックの内容 

今回のメディカルチェックおよびフィジカルチェックではこれらのコンセプトに基づき、成⻑期に起こりやすい
怪我の徴候を早期発⾒し、「現在の⾃分⾃⾝の状態を知ることで、怪我の予防と動きの改善につなげ
る」ことを⽬的に⾏いました。 
 
1）超⾳波によるチェック 

痛みが出やすい膝と⾜⾸を中⼼に筋・腱の⾻への付着部や靭帯などの状態を確認しました。 
 

  



2）柔軟性のチェック 
バスケットボールで重要な「切り返し」「ジャンプ」「着地」動作に関わる膝・股関節・⾜⾸の柔軟性

（可動域）を測定しました。 

 
 
3）動作チェック（ジャンプ・切り返し） 

競技に直結する動きとして、以下を実施しました。 
・垂直跳び（瞬発⼒の評価） 
・レーンシャトルドリル（切り返し・敏捷性の評価） 
・ドロップジャンプ（あしのバネの評価・着地フォームの評価） 
※⼀部の評価は、B.LEAGUE のフィジカルテストを参考にしています。   

 



● フィードバックとトレーニング指導 
測定結果は、単に記録するだけでなく、各選⼿に「フィードバックシート」として個別に提供し、現状の

強み・課題を本⼈が理解できる形で共有しました。また、チェックでみられた課題に対して、傷害予防とパ
フォーマンス向上につながるトレーニングをその場で指導しました。 

 

 
 
● 今後に向けて 

医科学委員会では、今回得られた結果をもとに、 
・成⻑期に多い不調・怪我の徴候を早期に捉える 
・動きの質（着地・切り返し等）を改善し、怪我の予防と競技パフォーマンス向上につなげる 
・データに基づく情報を蓄積し、現場に還元する 

ことを⼤切にしながら、育成期選⼿を⽀える取り組みを継続してまいります。 


